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世界で活躍する力と未来を生き抜く力を身につける

東京都品川区

「体験・探究学習、主体的な学び」を大切にする学校へ

学園長　小野　時英　

　教育においては “短期間の成果” を求めるだけではなく、子どもたちが “主体的に
学び続ける力” を育むことが大切です。小学校の６年間は、興味を持ち、挑戦し、学
び、時には失敗を経験する貴重な時期です。その重要な時期に私たちが、長期的な視
点を持ち、子どもたちの成長を支えることが重要です。もちろん、「結果」も大切です
が、そこに至る「過程」こそが、最も重要な学びの要素であり、私たちが大切にする
教育の本質です。
　知識だけでなく、他者を思いやる心や、自ら考え行動する力を育んだ子どもたちが、
より豊かな人間性を備えた姿で未来へと歩んでいくことを願っています。

データパック

　昭和 27 年大井小学校開校（校長 小野時男）、

同 32 年小野学園小学校に校名変更。平成 19

年 4 月、小野時英小学校校長就任。同 24 年創

立 80 周年を迎え、新講堂・新第１体育館・大

井町自然再生観察園が完成。2020 年 4 月、品

川翔英小学校に校名変更。2023 年 8 月人工芝

の校庭完成。

【第１回入試】募集人員：男女 40 人

出願期間：10 月 1 日～ 10 月 20 日※

選考日：11 月１日（午前・午後）

　　　　11 月 2 日（午前・午後）

合格発表：11 月 3 日 インターネット

【第２回入試】募集人員：若干名

出願期間：10 月 1 日～ 11 月 20 日※

選考日：11 月 22 日

合格発表：11 月 23 日

※第１、２回とも Web 出願。第 1 回のみ 10 月

に事前面接有り。

　考査料は 25,000 円

【かかる費用（２０２６年度）】

入学金：250,000 円

授業料：900,000 円（積立金含む）〔年額〕

施設費：200,000 円〔年額〕

初年度納入金：1,376,000 円

【男子】栄東、西大和学園、学習院中等科各2、

青山学院、大宮開成、開成、慶應義塾普通部、攻

玉社、芝、渋谷教育学園渋谷、渋谷教育学園幕張、

巣鴨、聖光学院、青稜、筑波大学附属駒場、東京

都市大等々力、東京農大一高、桐光学園、函館ラ・

サール、本郷、早稲田各1など　【女子】横浜女

学院2、青山学院、桜蔭、お茶の水女子大附、大

宮開成、開智所沢、栄東、渋谷教育学園幕張、品

川女子学院、女子学院、田園調布学園、東京学

芸大附世田谷、東京都市大等々力、東京農大一

高、法政大第二、三田国際科学学園各1など

◆児童数 230 人／教員数 26 人

◆ 26 年度志願者数：男女 102 人

◆合格者数：男女 56 人

【併設校】

○品川翔英幼稚園

○品川翔英中学・高等学校

［学園長］小野　時英

［校　長］柴田　哲彦

小学校からの推薦により入学を認められた児童は、品川翔
英中学校へ進学することができます。

男 子 女 子 中 高

２０２７年度募集要項

▼　　　　　　▼　　　　　　▼

建学の精神と教育理念
　校訓「自主・創造・貢献」に基づき、自ら考え行動する力、新たな価値を生み出す力、
その力をもって社会に関わり貢献する姿勢を育てることを教育の根幹としています。
　また、本校は「頭・心・体」のバランスの取れた教育を理念としています。これら三つ
の調和の中で、困難に直面しても学び直し、再び挑戦する力を備えた児童を育てています。

グランドデザイン
　本校では「主体性・創造性・復元力・協働性・貢献心」の５つの力を中核に据え、その
中心に「愉しめる人」を置いています。ここでいう「愉しめる」とは、単に楽しいという
ことではなく、自ら関わり、考え、試し、他者と学び合いながら学び続ける姿を指します。
その根幹には「多重知能理論（MI 理論）」を置き、一人ひとりの力を環境や周囲の人々と
の関わりの中で引き出していきます。また、規律は安心して学ぶための土台と捉え、他者
を尊重しつつ自ら考え行動し、よりよい「第三の案」を見いだすことのできる力を育てます。

特徴的な教育実践
　本校では「人・自然・最先端」に触れる体験・探究学習を重視し、6年間で 50の体験と
100 人の大人との出会いを目標に多様な学びを提供。五感や好奇心を刺激する、主体的で
探究的な深い学びを通じて、学ぶ楽しさを実感できる環境を整えています。また、ICT 機
器の整備により、英語教育やプログラミング教育など時代に応じた取り組みを推進。こう
した実践により子どもたちの「生きる力」を育み、未来社会で活躍できる基盤を築きます。

一人ひとりの学習ニーズに合わせたきめ細かな指導
☆英語の時間は週 2時間。ネイティブ正教員が二人で教えます

　本校の英語教育の目標は「話す、聞く、読む、書く」の 4スキルすべてを向上させるこ
とです。そのためアウトプットを多くして使える英語を目指します。また、英語を実践的
に使用できるようになるために授業はネイティブ教員 2人によるチームティーチングかつ
オールイングリッシュで行います。こうしたことにより、英語を楽しみ、自信を持って英
語でコミュニケーションできるようになります。
　さらにネイティブ正教員がいるということの利点は、授業以外にも行事や日常生活を通
して、英語でコミュニケーションする場が設けられることです。日常的に英語でコミュニ
ケーションすることで、英語の力は上がっていきます。

上級学校に
進むには

２０２６年春の合格実績

44


